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論文内容の要旨

歯周病あるいは加齢の結果口腔内に露出した歯根象牙質はう蝕に擢患する可能性が高い。そのため根面

う蝕予防は高齢化社会の到来と共にさらに重要性を増しつつある。

本研究ではメタクリル酸フッ化物 (MF) ーメタクリノレ酸メチル( MM:A)共重合体を含む接着性レジ

ンであるフッ素徐放』性の小寓裂溝封鎖材 (F-シーラント)を根面う蝕予防に利用するための基礎研究と

して以下の実験により F-シーラントの象牙質耐酸性増強効果を検討した。

1) F ーシーラント試料( 20 皿ゆ x 1mm) から 5 mlの緩衡液 (0.2 M リン酸緩衡液， pH 7.0 , 37
0

C)へ

放出されるフッ素イオンの濃度を 560 日聞にわたって定期的に測定し，フッ素放出速度の経時的変化を分

析した。

2) ヒトの健全な抜去小臼歯の歯根に表面に平行で平坦な象牙質面を形成， F-シーラントあるいはMF

一MMA共重合体を含まない対照シーラント (C ーシーラント)を塗布し， 0， 1，3-，分後に光重合させた後，

形成面に垂直に試料を半切して 6N塩酸で30秒間脱灰し， SEM 及び EDX'とよりシーラントの浸透状態

を検討した。

3) 象牙質形成面上l乙高さ 2mmの管を固定し，その管内でF ーシーラントを硬化させ，緩衡液に 0-180

日間浸漬後， F-シーラントを剥離した象牙質面を処理面とし，処理面に垂直な断面上で WDXによる元

素の線分析を行った。

4) 歯根を 3 個に分割して， 3) の方法で 2 個の形成面に F ーシーラント処理及びC ーシーラント処理を

行い， 1 個は無処理のまま緩衡液lζ浸漬した。処理面(無処理試料では形成面)に作成した window (2 

mゆ)から 0.2M酢酸・酢酸ナトリウム緩衡液 (pH4. 5 , 37"C) 1 mlへ溶出するカルシウムイオンの濃
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度を，緩衡液更新時に測定した。脱灰 0.5，1， 2 ， 3 時聞における積算 Ca溶出量(シーラント処理試料: S , • 

無処理試料: u) からカルシウム (Ca) 溶出抑制率( 100 x (u -8) /U%J を算出した。 3 時間脱灰

後の試料断面で window面から歯髄側へ 25μm毎にヌープ硬さを測定した。

5) 樹艮を 4 個に分割し，それぞれ 0.6 X 10-2 , 1.2 x 10 -2 , 2.4 X 10-2 Mのフッ化ナトリウム (NaF)

水溶液または緩衡液に30日間浸漬後 4) の方法で Ca 溶出抑制率を求めた。

以上の実験より以下の結果を得た。

1) F ーシーラント試料から緩衡液へのフッ素放出は浸漬 6 日で急減し， 1 日値 30.4μg/day の 1/2 に

低下した。放出速度の緩徐な低下は32日まで続き， 1 日値の 1/4 にまで低下した。 その後もきわめて緩

徐な放出速度の低下は続き， 540 日でも 0.3μg/day であった。

2 )象牙質の最表層は，シーラントの浸透により脱灰乾燥時の収縮に対して強い抵抗を示した。浸透深さ

は塗布から硬化までの時間が 0， 1 ， 3 分に対し，それぞれ 1 ， 2 ， 3μm と変化し F ーシーラントと C ーシー

ラントとの聞に差は見られなかった。

3) 浸漬 O 日(硬化直後)でも微量のフッ素が象牙質試料の最表層に浸透しており 1 日ではフッ素浸透

は象牙質試料の表層 5μm'乙限局していた。 7 日目及び30日固までにフッ素の浸透前線はそれぞれ50μm

及び 100μm を越え，かっ試料表層のフッ素濃度は大幅に増加した。より長期の浸漬 (90日及び 180 日)で

はフッ素はより深部に浸透したが，試料表層の濃度は30日と比べて低下の傾向を示した。

4) F- シーラントは浸漬 0 日から Ca 溶出を著明に抑制し脱灰 0.5，1， 2， 3 時間での Ca 溶出抑制率は

45， 37.26 ， 22%であった。この抑制率は30日で 63 ， 60， 56 ， 53労に増大した。以後短時間脱灰での抑制率は

変化せず，長時間脱灰での抑制率が上昇し， 3 時間値は90日目及び 180 日目では 0.5 時間値とほぼ同様と

なった。 C ーシーラントはどの浸漬期聞においても Ca の溶出を抑制しなかった。 3 時間脱灰後，無処理

試料では脱灰後の硬さ低下は表層 75μm'乙限局し， 25， 50， 75μmでの硬さは 3， 10 ， 36 であった。 F- シー

ラント処理では浸漬 7 日及び30日以後で 25 ， 50μmの深さにおいて 7.30 と硬さ低下の抑制を示した。 C ー

ラントは脱灰による硬さ低下に対し影響を与えなかった。

5) NaF水溶液に30日間象牙質を浸漬した時， Ca溶出抑制率は 0.5 ， 1 ， 2 ， 3 時間で 73， 72 ， 70， 66;;ぢで， NaF 

の濃度による差は見られなかった。

以上の結果から， F ーシーラントは 500 日以上にわたって持続的にフッ素を放出し続け，象牙質はこの

フッ素の作用により歯面適用初期から著明な耐酸性の向上を示し， 乙の象牙質の耐酸性は30日以上にわた

って漸増することがわかった。 F ーシーラントは微量のフッ素を長期間にわたって供給するというフッ素

による歯質強化の所要条件を満足し，根面う蝕予防の有効な手段となる乙とが示唆される。

論文の審査結果の要旨

本研究は，小高裂溝封鎖材として開発された接着性レジンであるフッ素徐放性シーラント (F ーシーラ

ント)による象牙質耐酸性増強効果を検討したものである。
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その結果，メタクリル酸フッ化物 (MF) とメタクリノレ酸メチル(Ml\仏)の共重合体を含むF ーシー

ラントから放出し続けるフッ素が象牙質表層から深部へと30日以上にわたって徐々に取り込まれること，

象牙質表層にシーラント浸透層が形成される乙と F ーシーラントは象牙質の耐酸性を象牙質への適用初

期から顕著に増大させ，さらにこの耐酸』性を30日以上にわたって漸次増大させるが，一方，対照として用

いた MF-1仏I[A共重合体を含まないシーラントは象牙質の耐酸性を変化させない乙とが示された。従っ

て， F ーシーラントの適用による象牙質耐酸性の増大はシーラント浸透層によるものではなく， F ーシー

ラントから放出されたフッ素の作用によるものである乙とが明らかにされた。

以上のように本研究は， F- シーラントの適用 lとより象牙質が長期にわたって強い耐酸性を獲得するこ

とを明らかにし， F ーシーラントを根面象牙質う蝕に対する有力な予防手段として利用し得る可能性のあ

る乙とを示した。よって柴谷貴子君は歯学博士の学位を得る資格があると認める。
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